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 今年もイースターの時期を迎えました。イ

ースターとは、イエス様が十字架の死から

よみがえられたことを記念する日です。今

号では、イースターの時期にちなんだ聖書

のことばを取り上げたいと思います。 

 今月の聖書のことばは、イエス様の発言

の一部です。状況としては、イエス様と親

しくしていたラザロという人が病で死んだ

時に、イエス様がラザロの姉に対して言わ

れたことばです。ラザロの姉としては、イ

エス様がいてくださったらラザロは死なず

に済んだのに、とイエス様に伝えます。そ

れに対してイエス様は、「あなたの兄弟はよ

みがえります」と言われます。その対話の

流れの中で、「わたしはよみがえりです。い

のちです。わたしを信じる者は死んでも生

きるのです。」と言われました。これはイエ

ス様ご自身がいのちの主権を握っておられ

ることを明らかにされたと言えます。また、

ラザロの死がただの死で終わるものではな

いことを明言されたとも言えます。実際こ

の後でイエス様はラザロをよみがえらせま

す。死んでから四日経っていたのですが、

イエス様が墓に向かって呼びかけると、死

んでいたラザロが出てくるという驚くべき

ことが起こりました。まさにイエス様はい

のちの主権を握っておられ、死を越える力

をもっておられることが明らかにされまし

た。また、イエス様ご自身もこの後で十字

架にかけられて死ぬことになるのですが、

イエス様もよみがえられました。 

これらの出来事は、私たちに何を教えて

いるのでしょうか。そもそも私たちにとっ

て「死」は最後の大きな敵に思えます。私た

ちはなるべく死を見ないようにし、死を連

想させる数字さえも遠ざけようとします。

死をなるべく先延ばしにしようとあらゆる

手を講じて来ました。医療技術は発達し、

寿命はだいぶ伸びました。しかし、どれだ

け寿命が伸びようとも死という現実は私た

「わたしはよみがえりです。いのちです。 

わたしを信じる者は死んでも生きるのです。」 
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ちに立ちはだかります。この現実を前に、

私たちは目をそらし続けるのか、それとも

解決しようとするのかが問われます。聖書

は死で終わることはないと教えます。しか

も、イエス様が言われた「わたしを信じる

者は死んでも生きるのです」というみこと

ばは、死という現実が私たちをイエス様か

ら引き離すことはなく、死んでもなおイエ

ス様と共に生き続けることを教えています。

イエス様は死からよみがえられたお方であ

り、このお方を信じるならば、そのよみが

えりのいのちを共に受け、死んでも生きる

ことができるのです。死は私たちの終わり

ではないのです。死の向こう側があり、な

んならそれは場所が移されるだけであって、

死んでもなおイエス様と共に生き続けるこ

とができる、と聖書は教えています。パウ

ロも次のように教えました。「私はこう確信

しています。死も、いのちも、御使いたち

も、支配者たちも、今あるものも、後に来る

ものも、力あるものも、高いところにある

ものも、深いところにあるものも、そのほ

かのどんな被造物も、私たちの主キリスト・

イエスにある神の愛から、私たちを引き離

すことはできません。」（ローマ8:38-39） 

死は最後の敵のようにして立ちはだかって

いるように見えますが、そうではなく、死

も私たちをキリスト・イエスにある神の愛

から引き離すことはできないのです。それ

は、イエス様が死からよみがえられ、いの

ちの主権を握り、イエス様を信じる者に新

しいいのちを与えてくださるからです。イ

エス様を信じるならば「死んでも生きる」

というのは本当に希望に溢れています。ぜ

ひ死の恐怖から解放するイエス様を心にお

迎えし、平安な人生を送って頂きたいと心

から願います。イエス様を信じる人は死ん

でも生きる、という希望を受け取ってくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～集会案内～ 

〇日曜日：第一礼拝 9:00～ 第二礼拝11:00～  〇水曜日：聖書研究祈祷会 10:30～12:00 

教会学校 10:10～10:40（子どもは第二、第四週目、大人は第三週目）19:30～21:00 

〇毎月第2火曜日：ユニケの会 9:00～12:00（子育てなどをしている方のための集い） 

★サクサクチャンネル（YouTube）もぜひご覧ください。教会の HPから見ることができます。 

聖書に関する疑問等ございましたら、遠慮なくご連絡ください。また、当教会は、エホバの証人やモル

モン教、旧統一協会等とは一切関係のない、プロテスタントキリスト教会です。 

 

◆牧師のコラム 

サクサク通信が 100 号を迎えることができ

ました。2015年 1月の発行依頼、よもや 100

号まで続くとは思いませんでしたが、ここ

まで来ることができました。思わぬところ

からコメントを頂いたりすることもあり、

広く読んで頂けていることを感謝していま

す。いつまで続くか分かりませんが、聖書の

エッセンスを少しでも知って頂ければ幸い

です。聖書は死を越える希望を語り、永遠の

いのちを教えています。この永遠のいのち

を一人でも多くの方に受け取って頂きたい

と心から祈りつつ書いています。 


